平成１３年工業統計調査結果報告
１．概況

　平成１３年工業統計調査(調査期日は平成１３年１２月３１日）の本県の集計結果は以下のとおりである。 

事業所数は、６９４８事業所で、前年に比べて３４４事業所（▲４．７％）減少した。 

従業者数は、９万８１０人で、前年に比べて３２６８人（▲３．５％）減少した。 

製造品出荷額等は、１兆８０９３億円で、前年に比べて２０４２億円（▲１０．１％）減少した。 

　　　　粗付加価値額は、８２４３億円で、前年に比べて８６１億円（▲９．５％）減少した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（別表１）
概況表

平成１２年
平成１３年
対前年比
増減

事業所数
7,292
6,948
▲4.7
▲344

従業者数(人）
94,078
90,810
▲3.5
▲3,268

製造品出荷額等 （百万円）
2,013,484
1,809,258
▲10.1
▲204,226

粗付加価値額 （百万円）
910,356
824,302
▲9.5
▲86,054

２．事業所数

　事業所数は、６９４８事業所で、前年に比べ３４４事業所（▲４．７％）の減となり、平成４年から１０年続けて減少した。
(１)産業別

　産業別に前年と比べると、増加した業種は、金属７事業所増(前年比１．６％）など３業種で、減少した業種は、繊維１４６事業所減（同▲８．２％）、精密機械６９事業所減（同▲７．３％）、衣服２７事業所減（同▲５．５％)など１７業種となった。 

　事業所数の最も多い業種は、繊維１６４１事業所（構成比２３．６％）で、以下、精密機械８７５事業所（同１２．６％）、食料品５４１事業所（同７．８％）、衣服４６０事業所（同６．６％）の順となっている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(別表５）
(２)従業者規模別
　従業者規模別に前年と比べると、増加した規模は、従業者１０～１９人規模５２事業所増（前年比７．１％）となった。 

　減少した規模は、１～３人規模２４６事業所減（同▲７．１％）、４～９人規模１１４事業所減（同▲５．１％）などとなった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(別表６)
(３)市町村別・広域圏別
　市町村別に前年と比べると、増加した市町村は、金津町１８事業所増（前年比１１．３％）、松岡町７事業所増（同６．３％）、清水町７事業所増（同９．０％）など６町村で、減少した市町村は、鯖江市９１事業所減（同▲５．８％）、福井市７６事業所減（同▲５．１％）、武生市３６事業所減（同▲５．１％）など２６市町村となった。 

 　 広域圏別に前年と比べると、丹南地区１５１事業所減（同▲５．０％）、福井坂井地区９７事業所減（同▲３．２％）、嶺南地区５５事業所減（同▲８．３％）、大野勝山地区４１事業所減（同▲７．３％）となった。　　　　　　　　（市町村別統計表１）(広域市町村圏別統計表１)
３．従業者数
　従業者数は９万８１０人で前年に比べ３２６８人（▲３．５％）の減となり平成４年から１０年続けて減少した。
(１)産業別

　産業別に前年と比べると、増加した業種は、食料品６２７人増（前年比１１．０％）、パルプ・紙２７１人増（同１１．９％）、金属９５人増（同１．９％）など８業種で、減少した業種は、精密機械９１６人減（同▲１０．２％）、繊維７７６人減（同▲４．５％）、一般機械６７４人減（同▲１２．６％）など１３業種となった。
従業者数の前年比

平成１２年
平成１３年
対前年比
増減

総数
94,078
90,810
▲3.5
▲3,268

男
53,705
51,910
▲3.3
▲1,795

女
40,373
38,900
▲3.6
▲1,473

常用労働者
88,800
85,639
▲3.6
▲3,161

個人・無給家族
5,278
5,171
▲2.0
▲107

　従業者数の最も多い業種は、繊維1万６５６４人（構成比１８．２％）で、以下、電気機械１万４８９９人（同１６．４％）、精密機械８０３０人（同８．８％）、衣服７５８９人（同８．４％）の順となっており、この４業種で全体の５１．８％を占めている。　　　　　(別表７)
(２)従業者規模別
 　従業者規模別に前年と比べると、増加した規模は、１０～１９人規模４５８人増（前年比４．５％）、１００～２９９人規模３９人増（同０．２％）で、減少した規模は、４～９人規模９６４人減（同▲７．４％）、３００人以上規模９３１人減（同▲５．７％）、２０～２９人規模７７６人減（同▲８．８％）、１～３人規模５７７人減（同▲８．１％）などとなった。(別表８) 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
(３)市町村別・広域圏別
　市町村別に前年と比べると、増加した市町村は、三国町８９人増（前年比３．６％）、清水町７２人増（同６．３％）、宮崎村６８人増（同９．２％）など１５市町村で、減少した市町村は、福井市７３１人減（同▲３．５％）、武生市５６５人減（同▲３．８％）、鯖江市５３８人減（同▲３．８％）など１８市町村となった。  広域圏別に前年と比べると、すべての地区で減少した。
（市町村別統計表１）（広域市町村圏別統計表１）
４．製造品出荷額等
　製造品出荷額等は１兆８０９３億円で前年に比べ２０４２億円（▲１０．１％）減少した。
(１)産業別
　産業別に前年と比べると、増加した業種は、パルプ・紙５０億円増（前年比９．８％）、プラスチック１２億円増（同１．１％）、輸送機械７億円増（同１．１％）の３業種で、減少した業種は、電気機械９８３億円減（同▲１９．７％）、繊維２７０億円減（同▲１１．０％）、精密機械２０９億円減（同▲１６．７％）など１９業種となった。 

 　出荷額等が最も多い業種は、電気機械４００８億円（構成比２２．２％）で、以下、繊維２１７５億円（同１２．０％）、化学１８９９億円（同１０．５％）、プラスチック１１７０億円（同６．５％）の順となっており、この４業種で全体の５１．１％を占めている。 (別表９)
(２)従業者規模別
　従業者規模別に前年と比べると、増加した規模はなく、減少した規模は、３００人以上規模１００７億円減（前年比▲１５．０％）、３０～９９人規模３２０億円減（同▲７．０％）、２０～２９人規模２３９億円減（同▲１６．２％）、１００～２９９人規模１７４億円減（同▲４．１％）、４～９人規模１６５億円減（同▲１２．１％）などとなった。  (別表１０)
(３)市町村別・広域圏別
　市町村別に前年と比べると、勝山市３７億円増（前年比６．１％）、上中町８億円増（同３．０％）、松岡町５億円増（同５．４％）、朝日町３億円増（同２．７％）など９市町で増加した。 

 　出荷額が最も多い市町村は、武生市３５２５億円（構成比１９．５％）で、以下、福井市３４１６億円（同１８．９％）、鯖江市２０２７億円（同１１．２％）の順となっており、この３市で全体の４９．６％を占めている。 

 　広域圏別に前年と比べると、すべての地区で減少した。 

 　出荷額が最も大きい地区は、福井坂井地区８２４３億円（構成比４５．６％）で、以下丹南地区、嶺南地区、大野勝山地区の順となっている。 

(市町村別統計表１)(広域市町村圏別統計表１)
５．粗付加価値額
 　粗付加価値額は８２４３億円で前年に比べ８６１億円（▲９．５％）減少した。
産業別に前年と比べると、増加した業種は、プラスチック３９億円増（前年比６．６％）、パルプ・紙３３億円増（同１２．６％）、非鉄金属８億円増（同２．７％）など４業種で、減少した業種は、電気機械３８６億円減（同▲１９．７％）、繊維１６４億円減（同▲１２．４％）、精密機械９９億円減（同▲１６．１％）、一般機械６６億円減（同▲１２．６％）など１８業種となった。(別表１３)
  　なお、粗付加価値率（＝（粗付加価値額／製造品出荷額等）×１００）は、４５．６％となり、前年より０．４ポイント上昇した。
６．付加価値額（従業者３０人以上の事業所）
　付加価値額は５３２７億円で前年に比べ７０４億円（▲１１．７％）の減となった。
産業別に前年と比べると、増加した業種は、プラスチック１１４億円増（前年比２６．５％）、パルプ・紙３０億円増（同１９．６％）、食料品１４億円増（同８．５％）など６業種で、減少した業種は、電気機械５５０億円減（同▲３１．９％）、繊維７７億円減（同▲１０．１％）、精密機械６８億円減(同▲１９．０％）など１２業種となった。

  なお、従業者１人１か月当たりの付加価値額は８２万円で、前年より９万円の減少となった。
  また、付加価値率（＝付加価値額／｛生産額－（内国消費税額＋推計消費税額）｝×１００）は、３９．０％となり、前年より０．３ポイント下回った。 （別表１４） （中分類別８）
７．原材料使用額等
原材料使用額等は９４９９億円で前年に比べ１２７９億円（▲１１．９％）の減となった。
  産業別に前年と比べると、増加した業種は、パルプ・紙１３億円増（前年比５．３％）、輸送機械７億円増（同１．７％）、鉄鋼５億円増（同９．６％）など５業種で、減少した業種は、電気機械６０９億円減（同▲２０．４％）、金属１４５億円減（同▲２８．０％）、繊維１２２億円減（同▲１１．３％）など１７業種となった。また、従業者３０人以上の事業所の原材料使用額等は７５８３億円となった。
  内訳は、原材料費６２５２億円（構成比８２．５％）、燃料費１４７億円（同１．９％）、電力料２８１億円（同３．７％）、委託生産費９０２億円（同１１．９％）となっている。  なお、従業者３０人以上の事業所の原材料率（＝原材料使用額等／｛生産額－（内国消費税額＋推計消費税額）｝×１００）は、５５．５％となり、前年より０．７ポイント下回った。
（別表１５）（中分類別７）（中分類別８）
８．現金給与総額
 　現金給与総額は３４７４億円で前年に比べ１６４億円（▲４．５％）の減となった。
 産業別に前年と比べると、増加した業種は、パルプ・紙１９億円増（前年比２２．１％）、電気機械１１億円増（同１．４％）、非鉄金属２億円増（同２．４％）など４業種で、減少した業種は、繊維８１億円減（同▲１３．１％）、精密機械３１億円減（同▲１０．５％）、一般機械２５億円減（同▲１０．３％）など１８業種となった。 （別表１６）
９．製造品等在庫額（従業者３０人以上の事業所）
年末在庫額は１５８７億円で前年に比べ８２億円（▲４．９％）の減となった。在庫額が最も多い業種は、電気機械３２３億円（構成比２０．４％）で、以下、化学２４８億円（同１５．６％）、非鉄金属１３３億円（同８．４％）、窯業・土石１２４億円（同７．８％）の順となっている。 

  なお、在庫率（＝年末在庫額／｛生産額－（内国消費税額＋推計消費税額）｝×１００）は、１１．６％となり、前年より０．７ポイント上回った。（別表１７）（別表１８）
１０．有形固定資産投資額（従業者３０人以上の事業所）
有形固定資産投資額は９４９億円で前年に比べ８６億円（１０．０％）の増となった。
産業別に前年と比べると、増加した業種は、プラスチック１４８億円増（前年比６５８．５％）、窯業・土石４９億円増（同３３６．０％）、精密機械１７億円増（同９６．２％）の７業種で、減少した業種は、電気機械９８億円減（同▲２４．０％）、繊維２０億円減（同▲２８．０％）、化学５億円減（同▲３．７％）など、１１業種となった。（別表１９）
１１．工業用地（従業者３０人以上の事業所）
工業用地敷地面積は、１３００万㎡で前年に比べて４万㎡（０．３％）の増となった。
  １事業所当たりでみると２４４７９㎡で、前年に比べ３１２㎡増加した。
  敷地面積が最も大きい業種は、繊維２６９万㎡（構成比２０．７％）で、以下、化学２１２万㎡（同１６．３％）、電気機械１９６万㎡（同１５．１％）、窯業・土石８６万㎡（同６．６％）の順となっている。（用地・用水統計表１）
敷地面積および建築面積(従業者３０人以上の事業所)の前年比　[単位：％、㎡]

平成１２年
平成１３年
対前年比
1事業所当り

事業所数
536
531
―
―

敷地面積
12,953,523
12,998,371
0.3
24,479

建築面積
3,579,579
3,583,357
0.1
6,748

延べ建築面積
4,869,258
4,871,969
0.1
9,175

１２．工業用水（従業者３０人以上の事業所）
工業用水の1日当たりの使用量は８７万ｍ3で前年に比べ４万ｍ3減少した。
  １日当たりの水源別水量では、回収水が４８万ｍ3（構成比５４．９％）と最も多く、以下、井戸水２９万ｍ3（同３３．３％）、工業用水道６万ｍ3（同７．０％）の順となっている。
  1日当たりの用途別水量では、冷却用水・温調用水が６５万ｍ3(構成比７４．８％）と最も多く、以下、製品処理・洗じょう用水１６万ｍ3（同１８．９％）、その他３万ｍ3（同３．８％）の順となっている。 １事業所当たりでは、およそ０．１６３万ｍ3と前年より０．００５万ｍ3減少した。（別表２１）（別表２２）（別表２３）
１３．特産工業品
　「絹・人絹織物」、「細幅織物」、「洋紙・和紙・ふすま紙」、「打刃物」、「眼鏡・眼鏡枠」、「漆器」の６品目を本県の特産工業品とみなして集計した。
  なお、事業所において異なった種類の品目を製造あるいは賃加工している場合は、それぞれ該当事業所数に計上し、「延事業所数」として示したため、産業中・細分類別統計表の数値とは一致しない。（別表２４）
特産工業品別、延事業所数、出荷額等の前年比 [単位：百万円、％]
事業所数
延べ事業所数
出荷額等


12年
13年
前年比
12年
13年
前年比

絹・人絹織物
715
644
▲9.9
60,119
54,914
▲8.7

細幅織物
422
396
▲6.2
19,747
18,253
▲7.6

洋紙･和紙・ふすま紙
90
90
0.0
6,830
6,319
▲7.5

打刃物
61
58
▲4.9
809
672
▲16.9

眼鏡・眼鏡枠
1,088
1,007
▲7.4
122,648
101,881
▲16.9

漆器
332
320
▲3.6
10,314
7,275
▲29.5

合計
2,708
2,515
▲7.1
220,467
189,315
▲14.1

（注：出荷額等・・・製造品出荷額と加工賃収入額の計）

特産工業品別、出荷額等の推移　[単位：億円]
事業所数
7年
8年
9年
10年
11年
12年
13年

絹・人絹織物
835
839
849
734
633
601
549

細幅織物
242
221
226
211
193
197
183

洋紙･和紙・ふすま紙
110
97
91
73
68
68
63

打刃物
9
11
10
8
8
8
7

眼鏡・眼鏡枠
961
1010
1062
1149
1181
1226
1019

漆器
135
136
136
99
111
103
73

合計
2291
2314
2374
2274
2195
2205
1893

